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かわまちづくり計画×モビタに向けて
■直近３年間の乗車実績
【2025年度】※２月まで
・平日便（今泉）：1026人/123日（  8.3人/日）⇒前年比 約27%増
・平日便（中田）：1012人/123日（  8.2人/日）⇒前年比 約32%増
・休日便    ：1287人/ 91 日（14.1人/日）⇒前年比 約35％減
【2024年度】
・平日便（今泉）：941人/144日（6.5人/日）
・平日便（中田）：906人/144日（6.2人/日）
・休日便    ：2206人/102日（21.6人/日）
【2023年度】
・平日便（今泉）：853人/143日（5.9人/日）
・平日便（中田）：940人/143日（6.5人/日）
・休日便    ：2353人/  99日（23.8人/日）
■平日便ついて（交通空白地での輸送/福祉的利用）
⇒市内高齢者や交通空白地での利用については浸透しており、高齢化の進行による
 利用増加を見込んでいます。
■休日便について（観光客向けの移動手段/ドライバーによるまちなか紹介）
⇒乗客の大半が市外からの観光客であり、市内・気仙管内でのファンとリピート客づくりが
 課題です。

■市内・気仙管内ファンづくり（主に休日便）に向けたアプローチ
１．観光価値を提供しやすい運行の形の再検討
２．新規コースの走行（体験型や新たな観光資源の周回など）
３．域内観光資源とのコラボレーション（かわまちづくり計画・さくらの杜PJ連携、フロンターレ号を使った少年サッカー大会での送迎など）

■検討事項
➀移動「体験」なのか移動「手段」なのか
→かわまちづくり計画の中でモビタに期待している役割としてより近いものはどちらでしょうか？
 または比率イメージなどはありますか？（体験7:手段3など）運行イメージを膨らませるためにご教示いただけますと幸いです。
②運行形態の検討
→単なる移動手段ではなく、観光案内や体験にサービスを寄せた運送の場合、旅行業法の枠組みでの運送方法を含めて検討しています。
 観光物産協会さんにご知見があればご教示いただけますと幸いです。
③公共物としてのモビタ
→まちづくり推進課の交通担当者など担当機関との調整やすり合わせ等ご協力いただけると幸いです。


